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資料１

第12回マルチGNSSによる高精度測位技術の開発に関する委員会
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スケジュールと進捗状況
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①衛星系の組合せに
関する技術改良

②地殻変動緊急解析
プログラムプロトタイプ
の開発

③現地試験観測による
検証

④シミュレーションデー
タによる実験

⑤マルチGNSS測量マ
ニュアル案の検討

※GSILIBの公開

評価

検討

GSILIB改良 プロトタイプ実装

観測/解析

1月8日
公開
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報告済み

報告済み

今回報告

今回報告

今回報告



②地殻変動緊急解析プログラムプロトタイプの開発

 GSILIB第２版の開発
 H26年度開発分（①衛星系の組合せに関する技術改良

にて検証した内容）の実装

 CNESのリアルタイム暦を用いたPPP-AR 等

 緊急時における迅速な地殻変動の把握のため、
GEONETを想定した観測網の地殻変動緊急解析
プログラムのプロトタイプを開発
 H25開発の基本設計書を反映

 解析エンジンはGSILIB第2版

 開発範囲：緊急地震速報等をトリガーとする緊急解析機能
や、グラフ作成・外部出力機能は除く

→ 資料2で報告 + GSILIB（第2版）のデモ
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⑤マルチGNSS測量マニュアル案の検討

 H25ガイドライン、H26解析技術の検証の結果を用い

て、新たな衛星系や信号の測量への適用条件を整
理し、マニュアル案を作成する

（例）

• 衛星系の追加（Galileo）

• 最低衛星数の記述

• スタティックに必要な観測時間の短縮

• 使用する周波数帯の拡張（L5帯）

• 必要とする補正の明確化（ISB） 等

→ 資料3で報告

4



マニュアル案作成のための検討委員会
 マルチGNSSを組み合わせて、効果的かつ効率的に測量を実施するために

必要な方法を取りまとめたマニュアル案の内容を検討するために設置

 H26年度内に3回実施（第1回:12月10日、第2回:2月24日、第3回:3月16日）

第１回：マルチGNSS総プロの概要と成果の説明

マニュアル案の作成方針の議論

第２回：実証実験結果の報告、マニュアル案の審議

第３回：マニュアル案の審議
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③現地試験観測による検証

 Galileo、L5帯を利用した検証

 国土地理院比較基線場、基準点測量網で観測

 都市部、森林域で観測。GSILIB第1版で解析

 Galileoの測量網における評価（Galileo：3機）

 3周波を用いた場合の観測時間短縮の評価（3周波発
信する衛星：GPS7機、QZSS1機）

※ H26年10月12日以降のGalileoのメンテナンスにより暦が取得できなかった期間あり

 情報化施工を想定したキネマティックでの検証

 マルチGNSSを用いたリアルタイム測位の検証

→ 資料４で報告
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 H27年1月8日 HP（http://datahouse1.gsi.go.jp/gsilib/

gsilib.html）にてGSILIBを公開

＜公開中の機能＞

gsipost_gui(後処理解析)、gsiplot(グラフ表示)、ANTApp（IFB推定）

– IFB, L2P(Y)-L2Cサイクルシフト、ISB補正

– IFB推定, ISB推定

＜順次追加予定＞

gsipost_cui(CUI版)

gsinavi(リアルタイム解析) 等

総プロ成果の普及状況（GSILIB）
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総プロ成果の普及状況（GSILIB）
 公開から69日間で、210件のダウンロード。要利用促進！

-高須氏のHPで紹介、北海道大学の助手より問い合わせ等

 H26年10月に東京で開催された「第10回リアルタイム測位利
用技術講習会」でGSILIBのデモを実施（約100名参加）

 H26年10月にタイで開催された「第6回アジア・オセアニア
GNSS地域ワークショップ」でGSILIBのデモを実施（約50名参
加）。

 公共測量のための「マルチGNSS測量マニュアル」において、
利用可能なソフトウェアの例として紹介する予定
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